
「
町
並
み
保
存
委
員
会
」
（
町
内

会
副
会
長
９
人
と
専
任
委
員
４
人
の

計
13
人
構
成
）
は
、
毎
月
１
回
会
議

を
行
い
、
若
草
の
美
し
い
町
並
み
を

後
世
に
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

各
町
内
の
委
員
の
玄
関
に
町
並
み
保

存
委
員
と
分
か
る
よ
う
に
白
い
名
板

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

現
在
、
旧
建
築
緑
化
協
定
時
代
の

看
板
撤
去
と
新
し
い
啓
発
看
板
を
製

作
、
各
町
内
掲
示
板
に
併
設
す
る
作

業
を
終
え
ま
し
た
。

若
草
町
内
の
住
宅
建
築
あ
る
い
は

車
庫
の
拡
張
つ
い
て
は
、
今
年
３
月

に
発
効
し
た
草
津
市
若
草
地
区
地
区

計
画
と
若
草
地
域
住
民
に
よ
る
町
並

み
保
存
規
則
に
即
し
た
工
事
と
施
行

が
必
要
で
す
。
住
宅
の
増
改
築
、
車

庫
、
物
置
の
設
置
な
ど
の
際
に
は
気

軽
に
各
町
の
町
並
み
保
存
委
員
に
声

を
掛
け
て
下
さ
い
。
ま
た
建
築
業
者

さ
ん
に
依
頼
す
る
場
合
も
、
必
ず
町

並
み
保
存
委
員
に
連
絡
す
る
よ
う
に

伝
え
て
下
さ
い
。
こ
れ
を
怠
り
ま
す

と
、
工
事
変
更
な
ど
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ

ル
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

ほ
と
ん
ど
の
住
宅
で
２
台
の
屋
根

付
き
車
庫
が
建
設
出

来
ま
す
。
基
準
の
緩

和
に
よ
り
、
建
て
坪

率
が
40
％
か
ら
50
％

に
な
り
ま
し
た
。
従

来
、
屋
根
付
き
車
庫
は
１
台
分
で
し

た
が
、
現
在
は
２
台
分
の
設
置
が
可

能
で
す
。
宅
地
面
積
次
第
で
は
３
台

で
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
緑
化
基

準
も
あ
り
ま
す
の
で
設
置
の
際
は
各

町
の
町
並
み
保
存
委
員
に
連
絡
し
、

申
請
を
行
っ
て
建
て
坪
率
の
確
認
を

取
っ
て
下
さ
い
。

家
の
新
築
、
増
改
築
は
草
津
市
都

市
計
画
課
へ
申
請
が
必
要
若
草
地
区

も
築
後
20
数
年
を
経
て
家
族
構
成
の

変
化
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
検
討
、
さ

ら
に
は
一
度
更
地
に
し
た
上
、
新
築
、

増
築
を
考
え
る
家
庭
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
場
合
は
草
津
市
に
申
請
し

地
区
計
画
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
判

断
を
仰
い
で
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の
計
画
概
要
を

各
町
の
町
並
み
保
存
委
員
に
連
絡
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
互
い
が
近
隣
を
愛
し
、
住
み
よ

い
町
並
み
と
環
境
づ
く
り
を
縁
あ
っ

て
こ
の
若
草
を
故
郷
と
す
る
私
た
ち

は
、
住
民
個
々
が
住
み
よ
い
町
で
あ

る
た
め
の
何
か
を
残
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
隣
近
所
、
住
民
同
士
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
助
け

合
い
、
町
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
地

域
社
会
を
作
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

（
町
並
み
保
存
委
員
会
）

毎
年

11
月
の
最
終
日
曜
日
に
行

わ
れ
る
草
津
市
の
「
散
在
性
ゴ
ミ
一

斉
清
掃
の
日
」
に
合
わ
せ
て
志
津
南

地
区
の
秋
の
一
斉
清
掃
を

11
月

26

日
に
行
い
ま
し
た
。

午
前
８
時

30
分
、
若
草
中
央
公

園
、
若
草
東
公
園
、
若
草
西
公
園
、

岡
本
奥
山
児
童
公
園
の
４
カ
所
に
約

７
０
０
人
が
清
掃
道
具
を
手
に
集
合
。

班
長
さ
ん
の
合
図
で
清
掃
作
業
を
開

始
、
同

10
時
頃
に
は

19
カ
所
の
集

積
場
に
刈
り
草
や
落
ち
葉
の
大
き
な

山
を
築
き
ま
し
た
。

お
陰
で
地
域
全
体
が
ス
ッ
キ
リ
、

サ
ッ
パ
リ
、
冬
支
度
も
完
了
で
す
。

ご
近
所
付
き
合
い
の
第
一
歩
、
町
内

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
一
番
自
覚
で

き
る
の
が
こ
の
「
一
斉
清
掃
」
。

「
緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
町
・
志
津

南
」
は
地
域
全
員
の
誇
り
で
す
。

肌
寒
い
な
か
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
福
利
環
境
部
）
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①建築緑化協定廃止、町並み保存規則へ移行（４月）

１日。建築・緑化協定の失効、期限切れを受けこれ

を廃止、町並み保存規則（草津市地区計画制度）に移

行。建ぺい率など規制緩和、増築へ道開く。

②若草中央交差点に歩車分離信号設置（３月）

15日。かねて自治連が要望していた通学児童やスー

パー「スター」買い物客の安全確保へ若草中央交差点

の信号が歩行者と車両の分離方式に。

③志津南小が創立20周年、記念式典で祝う（10月）

21日。志津南小が創立20周年を迎え、児童や学校関

係者、保護者ら多数が参加して記念式典。コンサート

や落語、記念植樹などで祝った。

④情報化アンケート調査の集計結果発表（１月）

自治連が昨年11月に行った地域情報化に関する調査

結果を公表。ネット接続率が80㌫、最も欲しい情報は

防犯関連などニーズが明らかになった。

⑤龍大生が地域内で初の取材実習スタート（６月）

８日。龍大コミュニティマネジメント学科学生の地

域内での取材実習を自治連が受け入れ、公民館と若草

ネット委を窓口にスタートすることに。

⑥志津南社協が〝緑の十字軍〟活動開始（７月）

15日。志津南社協がボランティアを募り、庭の手入

れや剪定に苦労している高齢者らを助ける〝緑の十字

軍〟が活動を開始した。

⑦志津南公民館が市民センターを主に（４月）

１日。市の組織改正に伴い、志津南公民館が志津南

市民センターを主にし、公民館も併存することに。

新所長として三上康晴氏が着任。

⑧「市長とトーク」で防犯強化など要請（２月）

17日。空き巣対策や子どもを犯罪から守る手段、防

災などで意見交換。市側は志津駐在所の交番所昇格、

警官増配で対処したいと回答。

⑨若草ネット委作業部会がＨＰ改革に着手（４月）

市のパイロット事業の終了に伴い、同事業の「志津

南ＨＰ」の運営管理をネット委員会に委嘱、同委員会

は作業部会を設置してＨＰ改革に着手。

⑩初のデジカメコンテストに132点の応募（１月）

若草ネット委の第１回デジカメコンテストに一般・

小学生あわせて132点の応募があり、最優秀賞に海部

（一般）、竹内（小学生）の作品を選出。

わが町10大ニュース 増
改
築
は
保
存
委
に
相
談
を

新
規
則
で
手
続
き
が
一
部
変
更

枯草や落ち葉を集める参加者

一
斉
清
掃
に
７
百
人



戦
争
体
験
を
通
し
て
命
と
平
和
の

尊
さ
を
考
え
る
「
平
和
祈
念
講
演
」

（
志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
）
が

11
月

12
日
、
志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
住
民
ら
約

70
人
が
出
席
、
元
従
軍
看
護
婦
の

奥
村
モ
ト
子
さ
ん
（

81
）
＝
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
戦
争
体
験
を
語
り
合
う
会
」

＝
が
淡
々
と
語
る
戦
場
体
験
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

戦
争
末
期
、
日
本
赤
十
字
社
の
従

軍
看
護
婦
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ

ニ
ラ
に
赴
い
た
奥
村
さ
ん
は
「
そ
の

頃
に
は
軍
は
既
に
崩
壊
寸
前
で
、
満

足
な
武
器
弾
薬
、
医
療
用
品
も
な
く

負
傷
兵
の
治
療
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ

た
」
と
い
い
「
死
ん
で
い
っ
た
人
た

ち
の
お
陰
で
戦
争
が
終
わ
っ
た
。
そ

の
人
た
ち
の
た
め
に
も
戦
争
の
悲
惨

さ
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
語

る
こ
と
が
供
養
に
な
る
」
と
考
え
語

り
部
に
な
っ
た
と
前
置
き
。

米
軍
に
追
わ
れ
山
岳
地
帯
を
逃
げ

回
っ
た
時
に
目
に
し
た
、
死
ん
だ
母

親
に
取
り
す
が
る
赤
ん
坊
の
姿
、
動

け
な
く
な
っ
た
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
を

差
し
出
す
光
景
や
捕
虜
収
容
所
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
な
が
ら
命

の
大
切
さ
、
尊
さ
を
強
調
。
平
和
が

続
く
中
で
命
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て

い
る
現
在
の
風
潮
に
「
も
っ
と
命
の

教
育
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
熱
心
に
話
に
聞
き
入
り
、

中
に
は
涙
を
浮
か
べ
る
人
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。（

龍
大
学
生
取
材
班
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
泉
」

恒
例
の
ふ
れ
あ
い
お
茶
会
が

11
月

12
日
、
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

招
か
れ
た

70
人
の
お
年
寄
り
ら

が
お
茶
花
を
飾
り
、
お
琴
の
テ
ー
プ

が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
席
で
一
服
の

お
茶
と
お
菓
子
で
落
ち
着
い
た
ひ
と

時
を
過
ご
し
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
平
和
祈

念
講
演
の
参
加
者
も
立
ち
寄
っ
て
談

笑
の
輪
が
広
が
る
な
ど
、
大
い
に
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第
５
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

（
草
津
市
主
催
）
の

11
月

26
日
、

志
津
南
地
区
で
は
志
津
南
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
体
育

館
で
ワ
ン
・
ツ
ー
・
シ
ュ
ー
ト
が
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
曇
天
の

日
曜
日
と
な
り
ま
し
た
が
各
町
内
か

ら
あ
わ
せ
て

18
チ
ー
ム
、
３
０
０

人
が
参
加
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
第
９
回
を

迎
え
、
活
気
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
体
育
館
で
行
わ
れ
た

第
２
回
ワ
ン
・
ツ
ー
・
シ
ュ
ー
ト
大

会
は
単
な
る
玉
入
れ
で
は
な
く
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ス
リ
ー
ポ
イ
ン

ト
シ
ュ
ー
ト
の
要
素
を
取
り
入
れ
て

い
る
た
め
、
得
点
に
意
外
性
が
盛
り

込
ま
れ
、
喜
ん
だ
り
、
ガ
ッ
カ
リ
し

た
り
の
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。さ

ら
に
今
回
、
新
し
い
試
み
と
し

て
登
場
し
た
ペ
タ
ン
ク
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
、

囲
碁
ボ
ー
ル
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
に
も
多
数
の
参
加
を
得
て
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

ご
協
力
い
た
だ
い
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
関
係
者
は
じ
め
お
世
話
い
た

だ
い
た
方
々
に
紙
面
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
体
育
振
興
会
）

草
津
市
自
治
連
合
会
の
視
察
研
修

が
11
月
28
、
29
の
両
日
、
福
井
市
、

越
前
市
で
行
わ
れ
、
小
嶋
会
長
の
代

理
で
参
加
し
ま
し
た
。

28
日
は
終
戦
間
際
の
空
襲
や
大

地
震
を
経
験
し
た
福
井
市
の
防
災
セ

ン
タ
ー
を
見
学
。
翌

29
日
は
「
地

域
の
こ
と
は
地
域
で
」
を
合
い
言
葉

に
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
着
々
と

成
果
を
挙
げ
て
い
る
越
前
市
を
訪
問
、

組
織
の
あ
り
方
や
活
動
事
例
な
ど
を

聞
き
ま
し
た
。

町
づ
く
り
に
し
ろ
、
防
犯
、
防
火
・

防
災
に
し
ろ
、
地
域
の
実
情
を
把
握

す
る
こ
と
な
く
、
画
一
的
に
行
政
の

意
向
に
従
う
だ
け
で
は
決
し
て
成
果

は
期
待
で
き
な
い
の
は
明
ら
か
。

「
要
望
型
」
か
ら
脱
却
し
、
地
域
そ

れ
ぞ
れ
の
主
体
性
、
独
創
性
を
も
っ

て
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
組

織
を
見
直
し
、
地
域
の
人
々
の
理
解

と
共
感
を
得
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が

大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

（
若
草
三
丁
目
町
内
会
長
・
松
本
昭
）
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平
和
と
命
の
大
切
さ
訴
え
る

戦
争
の
語
り
部
が
体
験
を
切
々
と

ふ
れ
あ
い
お
茶
会
に
ぎ
わ
う

戦争体験を語る奥村さん

お茶会で談笑

市
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ィ
ー

大
会
の
結
果

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

若
草
８
丁
目

準
優
勝

若
草
６
丁
目

３

位

若
草
２
丁
目

敗
者
復
活
戦
第
一
位

若
草
７
丁
目

◇
ワ
ン
ツ
ー
シ
ュ
ー
ト

優

勝

若
草
１
丁
目

準
優
勝

若
草
６
丁
目

３

位

若
草
３
丁
目

敗
者
復
活
戦
第
一
位

岡
本
町
西

ソ
フ
ト
な
ど
２
競
技
に
熱
戦

ワンツーシュートにちびっこも

大熱戦のソフトボール大会

研
修
に
参
加
し
て松本 昭さん



わ
ん
ぱ
く
プ
ラ
ザ
南
っ
子
の
自
然

観
察
会
「
森
の
足
跡
」
が

11
月

11

日
、
桐
生
キ
ャ
ン
プ
場
で
行
わ
れ
、

26
人
の
南
っ
子
が
砂
鉄
集
め
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

小
雨
模
様
の
中
、
キ
ャ
ン
プ
場
の

入
り
口
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
堰
堤
ま
で
移

動
、
目
の
前
に
現
れ
た
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
出
来
た
基
地
に
「
い
っ
た
い
何

が
始
ま
る
の
？
」
と
子
ど
も
た
ち
は

興
味
津
々
。

森
の
博
士
が
「
今
日
は
み
ん
な
に

砂
鉄
を
集
め
て
も
ら
お
う
と
思
う
ん

だ
。
さ
て
ど
こ
に
あ
る
と
思
う
？
」

と
問
い
か
け
て
実
行
に
。
川
の
砂
を

す
く
っ
て
水
の
中
で
お
皿
を
揺
す
る

と
お
皿
の
中
に
砂
が
残
る
。
こ
の
砂

を
容
器
に
移
し
、
磁
石
を
入
れ
る
と

磁
石
に
黒
い
も
の
が
ひ
っ
つ
い
て
き

ま
し
た
。

「
こ
の
砂
鉄
は
石
が
風
化
し
た
も

の
な
ん
だ
よ
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
集

め
て
み
よ
う
」
と
森
の
博
士
。
今
度

は
砂
を
三
段
階
に
分
け
て
振
る
い
に

か
け
、
残
っ
た
砂
を
半
分
に
切
っ
た

竹
筒
に
入
れ
て
、
上
か
ら
水
を
注
い

で
い
き
ま
す
。
す
る
と
、
竹
の
節
に

砂
が
引
っ
か
か
り
、
そ
の
砂
を
集
め

る
と
砂
鉄
が
採
取
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
長
靴
を
は
い
て
川

の
中
に
入
り
楽
し
そ
う
で
し
た
。

次
は
ど
ん
ぐ
り
の
モ
ビ
ー
ル
づ
く

り
で
す
。
ど
ん
ぐ
り
に
穴
を
あ
け
棒

を
さ
し
ま
す
。
ど
ん
ぐ
り
を
増
や
し

た
り
、
減
ら
し
た
り
、
重
心
を
変
え

た
り
と
か
な
り
苦
労
し
な
が
ら
作
り

上
げ
ま
し
た
。

自
然
は
子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
知

恵
を
授
け
る
大
切
な
役
割
を
果
た
し

て
く
れ
ま
す
。

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

の
一
斉
清
掃
が
11
月
24
日
行
わ
れ
、

公
民
館
自
主
サ
ー
ク
ル
や
地
域
の
各

種
団
体
の
利
用
者
ら
約

40
人
が
全

館
を
磨
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
日
午
前
９
時
か
ら
一
斉
に
行

わ
れ
た
清
掃
で
は
、
普
段
余
り
手
の

入
ら
な
い
窓
や
床
の
拭
き
掃
除
を
重

点
に
実
施
、
全
館
す
っ
き
り
き
れ
い

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
西
消
防
署
分
署
の
指

導
を
受
け
て
、
参
加
者
と
職
員
が
消

防
訓
練
を
実
施
。
通
報
と
避
難
誘
導

訓
練
、
そ
れ
に
消
火
訓
練
も
行
い
ま

し
た
。
消
火
訓
練
で
は
、
水
消
火
器

を
使
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
後
、
消
防
署
員
か
ら
火
事
の

と
き
の
避
難
や
消
火
に
つ
い
て
話
し

を
聞
き
、
最
後
に
消
防
法
の
改
正
に

伴
う
火
災
報
知
器
の
設
置
義
務
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

が
次
の
３
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
参
加
料
を
添

え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◇
子
育
て
支
援
講
座

「
香
り
で
遊
ぼ
う
」

日
時

1
月
29
日
（
月
）

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
（
定
員
20
組
）

受
講
料

１
組
３
０
０
円

（
別
途
材
料
費
３
０
０
円
要
）

締
切

１
月
20
日
（
土
）

◇
食
育
講
座

「
美
味
し
く
食
べ
て
健
康
な
毎
日
」

日
時
・
内
容
（
平
成
19
年
）

各
回
10
時
〜

12
時

①
１
月
18
日
（
木
）

「
健
康
の
源
は
正
し
い
咀
嚼
」

②
２
月
１
日
（
木
）

「
ひ
と
手
間
か
け
て
我
が
家
の

味
」

③
２
月
15
日
（
木
）

「
琵
琶
湖
の
幸
を
伝
え
た
い
…

ホ
ン
モ
ロ
コ
を
味
わ
う
」

定
員

20
人
（
多
数
の
場
合
抽

選
）

受
講
料

９
０
０
円
（
別
途
材
料

費
要
）

締
切

１
月
10
日
（
水
）

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
門
講
座

「
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
」

（
講
座
で
は
専
用
ソ
フ
ト
は
使
い

ま
せ
ん
）

日

時

１
月

26
日
（
金
）
、

29
日
（
月
）
、
31
日
（
水
）

各
回
午
後
１
時
〜
４
時

内

容

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

対

象

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り

に
関
心
の
あ
る
方

受
講
料

９
０
０
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
要
）

締

切

１
月
13
日
（
土
）

※
難
し
い
知
識
は
不
要
で
す
。
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砂
鉄
採
り
や
ど
ん
ぐ
り
モ
ビ
ー
ル

使
用
済
み
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
箱
設
置

Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
ベ
ル
マ
ー
ク
部
は
ベ

ル
マ
ー
ク
を
集
め
、
自
分
た
ち
の
学

校
備
品
の
購
入
に
充
て
て
い
ま
す
。

１
点
で
１
円
の
計
算
で
点
数
に
応
じ

た
物
品
が
入
手
で
き
ま
す
。
こ
の
ベ

ル
マ
ー
ク
活
動
の
一
環
と
し
て
、
志

津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
に

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
箱
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
協
賛
会
社
キ
ャ
ノ
ン

と
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
社
製
プ
リ
ン

タ
ー
の
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
を
回
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ベ
ル

マ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
、
１

個
５
点
の
ベ
ル
マ
ー
ク
点
数
が
も
ら

え
ま
す
。
処
分
す
る
と
ゴ
ミ
に
す
ぎ

ま
せ
ん
が
、
集
め
る
こ
と
に
よ
り
リ

サ
イ
ク
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
な

が
り
ま
す
。

設
置
場
所
は
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
）
の
蛍
光
灯
処
分
箱
の
横

で
平
成
19
年
３
月
末
ま
で
設
置
し
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
志
津
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

砂鉄の採取方法を学ぶ

南
っ
子
が
森
の
恵
み
を
実
地
観
察

公
民
館
で
清
掃
と
消
火
訓
練

子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ

い
の
場
に
と
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
お

に
ぎ
り
村
」
の
公
演
が
11
月
20
日
、

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
お
母
さ
ん
と
子

ど
も
た
ち
、
く
る
み
保
育
園
年
長
組

の
園
児
、
そ
れ
に
地
域
の
高
齢
者
ら

合
わ
せ
て
約
90
人
が
温
か
さ
あ
ふ
れ

る
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
お
に
ぎ
り
村
」
は
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
見
て
も
ら
い
た
い
人
形
劇

を
、
と
昭
和
58
年
に
湖
南
市
を
拠
点

と
し
て
活
動
を
開
始
、
県
内
各
地
で

公
演
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
で
、
１
０
０
余
り
に
の
ぼ

る
上
演
作
品
の
人
形
、
衣
装
、
小
道

具
、
背
景
画
な
ど
は
全
て
手
作
り
と

か
。
今
春
に
は
目
標
と
し
て
い
た
千

回
公
演
を
達
成
、
最
近
、
滋
賀
県
文

化
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
公
演
で
は
「
南
の
島
の
ハ

メ
ハ
メ
ハ
大
王
」
の
大
き
な
口
を
あ

け
て
歌
っ
て
い
る
よ
う
な
人
形
た
ち

に
大
喜
び
。
大
型
紙
芝
居
「
キ
ャ
ベ

ツ
く
ん
」
や
「
う
さ
ぎ
と
ラ
イ
オ
ン
」

で
は
心
配
そ
う
に
立
ち
上
が
る
な
ど

〝
お
に
ぎ
り
ワ
ー
ル
ド
〞
に
浸
っ
て

い
ま
し
た
。

（
民
児
協
）

お
年
寄
り
、
子
ど
も
ら
人
形
劇
楽
し
む

おにぎり村の人形劇



入
り
口
の
ド
ア
を
開
け
る
と
甘
酸
っ

ぱ
い
、
い
い
に
お
い
が
鼻
を
く
す
ぐ

る
。
山
手
幹
線
の
若
草
交
差
点
近
く

に
昨
年

11
月
に
開
店
し
た
洋
菓
子

の
店
、
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
「
キ
タ
ガ
ワ
」
。

パ
テ
ィ
ス
リ
ー
と
は
洋
菓
子
店
を
意

味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
。

店
に
入
る
と
左
側
に
焼
き
菓
子
が

並
ん
で
右
側
に
ケ
ー
キ
が
陳
列
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
奥
で
は
６
人
の
ケ
ー

キ
職
人
が
忙
し
そ
う
に
立

ち
働
い
て
い
る
。
い
ず
れ

も
若
い
。
多
い
よ
う
に
思

え
る
が
、
ケ
ー
キ
作
り
は

機
械
化
が
難
し
く
職
人
技
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
事
情
も
あ
っ
て
技
術
伝

承
を
兼
ね
て
多
め
に
雇
っ
て
い
る
そ

う
だ
。

ケ
ー
キ
は

20
種
類
の
定
番
と

15

種
類
の
季
節
商
品
を
常
時
用
意
し
て

い
る
。
定
番
の
人
気
品
は
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
（
一
個
１
３
７
円
）
と
い
ち

ご
の
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
（
同
２
３
９

円
）
、
ベ
イ
ク
ド
チ
ー
ズ
（
同
２
５

２
円
）
。
季
節
商
品
は
年
に

40
種

類
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。
ほ
か
に

焼
き
菓
子
（
同

63
円
、

74
円
、

84

円
）
な
ど
が
あ
る
。

店
の
オ
ー
ナ
ー
で
シ
ェ
フ
の
北
川

宏
さ
ん
（

42
）
は
滋
賀
県
日
野
町

出
身
。
西
宮
の
著
名
な
ケ
ー
キ
店
で

14
年
間
ウ
デ
を
み
が
い
た
。
こ
こ

で
、
旬
の
も
の
を
使
う
「
素
材
が
基

本
」
を
叩
き
込
ま
れ
た
。
い
ま
も
そ

れ
を
肝
に
銘
じ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
い
ち
ご
の
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー

キ
な
ら
ク
リ
ー
ム
や
ス
ポ
ン
ジ
は
い

ち
ご
の
味
の
引
き
立
て
役
と
考
え
て

い
る
し
、
素
材
が
レ
ア
チ
ー
ズ
の
ベ

イ
ク
ド
チ
ー
ズ
な
ら
ゼ
ラ
チ
ン
な
ど

不
要
な
も
の
は
一
切
使
わ
な
い
。

「
味
に
こ
り
す
ぎ
れ
ば
素
材
の
味
が

失
わ
れ
る
」
と
明
快
で
あ
る
。

当
地
に
店
を
構
え
た
の
は
「
若
草

の
町
並
み
と
周
囲
の
開
放
感
が
気
に

入
っ
た
」
こ
と
に
加
え
、
「
自
分
の

ス
タ
イ
ル
で
店
づ
く
り
が
で
き
る
か

ら
」
と
、
わ
ざ
と
人
の
多
い
駅
前
を

避
け
、
こ
の
地
を
選
ん
だ
そ
う
だ
。

北
川
さ
ん
は
「
ほ
か
の
ケ
ー
キ
屋

さ
ん
に
な
い
も
の
を
紹
介
し
つ
つ
、

地
域
の
中
に
溶
け
込
み
、
食
べ
た
い

時
に
一
個
で
も
気
軽
に
買
い
に
こ
れ

る
店
に
し
た
い
」
と
日
々
の
ケ
ー
キ

づ
く
り
に
精
魂
傾
け
て
い
る
。

昨
年
は
志
津
南
地
区
や
青
山
地
区

で
空
き
巣
が
多
発
し
ま
し
た
。
狙
わ

れ
た
家
は
ほ
と
ん
ど
が
北
向
き
、
裏

庭
が
盲
点
ら
し
い
。
時
間
帯
は
大
半

が
昼
間
の
２
時
か
ら
４
時
の
間
。

噂
に
は
聞
く
が
他
人
事
、
自
分
は

大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の

で
は
。
小
生
も

そ
の
一
人
、
買

い
物
か
ら
帰
っ

て
玄
関
の
鍵
を
開
け
る
と
内
側
の
チ

エ
ー
ン
錠
が
掛
か
っ
て
い
る
。
一
瞬

「
や
ら
れ
た
」
と
裏
庭
に
回
る
と
ガ

ラ
ス
戸
が
開
け
ら
れ
、
部
屋
中
ひ
っ

く
り
返
さ
れ
て
い
た
。

窓
の
鍵
を
か
け
忘
れ
た
の
か
と
思
っ

た
が
、
ク
レ
ソ
ン
錠
の
脇
に
小
さ
な

穴
が
開
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
手
口

が
圧
倒
的
に
多
い
と
か
。
１
、
２
階

の
押
し
入
れ
、
タ
ン
ス
、
戸
袋
す
べ

て
見
事
に
荒
ら
さ
れ
、
足
の
踏
み
場

も
な
い
。
悔
し
さ
と
怒
り
、
無
念
さ

が
こ
み
上
げ
て
き
た
。

現
場
検
証
に
長
時
間
費
や
さ
れ
疲

れ
た
が
、
駆
け
つ
け
た
近
所
の
方
が

食
事
な
ど
を
差
し
入
れ
し
て
く
だ
さ
っ

た
時
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

以
来
、
勝
手
口
の
扉
を
交
換
し
た

り
、
出
窓
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
、
防
犯

灯
の
設
置
や
補
助
錠
の
追
加
な
ど
、

防
犯

意
識
が

目
覚
め
、

夜

間
は
ガ
レ
ー

ジ
も
含
め
門
扉
に
は
施
錠
、
外
出
時

は
雨
戸
を
必
ず
閉
め
る
な
ど
必
要
以

上
に
手
間
を
か
け
て
い
る
。

最
近
あ
ま
り
噂
を
聞
か
な
い
が
平

穏
だ
か
ら
と
安
心
は
禁
物
、
日
頃
か

ら
防
犯
対
策
に
留
意
し
安
全
な
町
に

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
空
き
巣
の
被
害
者
）

左
義
長
の
お
知
ら
せ

志
津
南
地
区
自
治
連
合
会
で
は
、

恒
例
の
左
義
長
を
平
成

19
年
１
月

14
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら

12
時

ま
で
の
間
、
若
草
中
央
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

お
正
月
の
飾
り
つ
け
や
お
札
類
、

子
ど
も
さ
ん
の
書
き
初
め
な
ど
を
焼

却
し
ま
す
。
是
非
と
も
ご
利
用
下
さ

い
。
但
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
一
般
ご

み
な
ど
は
持
ち
込
ま
な
い
で
下
さ
い
。

休
館
日
の
お
知
ら
せ

志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）

は
平
成

18
年

12
月

29
日
（
金
）
か

ら
平
成

19
年
１
月
３
日
（
水
）
ま

で
の
６
日
間
、
休
館
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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□12月20日（水）
★やすらぎ学級『環境にもっ
とやさしく』
13:30～17:00

□12月22日（金）
☆志津南小学校終業式

□12月23日（土）
☆若寿会：奉仕作業

□12月29日～1月3日
★志津南市民センター（公
民館）は休館。

□1月5日（金）
★定例健康相談(子育て相
談あり）
10:00～12:00
市健康推進課

□1月6日（金）
★書き初め大会(子ども会）
9:00～12:30

□1月7日（土）
☆若寿会：健康ウォーキン
グ
8：45若草中央公園集合

□1月8日（月）
★若寿会：月例会
10:00～16:00

□1月9日（火）
★地域サロン：懐メロを歌
う会 10:00～11:30

□1月12日（金）
★ファミサポキャラバン隊
（親子ひろば）
10:00～12:00
草津市ファミリーサポー
トセンター

★ふれあい昼食会
12：00～13：00
ボランティア「泉」

□1月14日（日）
☆左義長
10：00～12：00
若草中央公園

□1月18日（木）
★食育講座
『美味しく食べて、健康な
毎日』
10:00～12:00

★印の開催場所は志津南市民
センター（公民館）です。

素材の味生かす

洋菓子

○
…
メ
モ
…
○

場
所

若
草
１
丁
目
６
番
８
号

電
話

（
５
６
９
）
５
８
２
６

営
業

９
時
〜
２
０
時

定
休

水
曜
日

駐
車

８
台

悔
し
い
経
験


